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研究成果の概要（和文）：現在、教育現場での遺児支援は不十分であり、支援体制を構築していく必要がある。
本研究は、COVID-19の影響を受けたが、各地で開催された遺児支援の人材育成事業への協力や、研修会、チラシ
の配布を通して、教育機関への遺児支援の普及・啓発を実施した。これにより、今後の調査に向け、各地の支援
団体、ならびに教育機関の調査体制の整備と連携が強化された。また、支援団体や遺族の協力を得て、遺児支援
の普及・啓発ツールを作成した。
COVID-19は、遺児・遺族にも大きな影響を及ぼし、生活のしづらさが助長されていた。今後はさらに、教育機関
における支援を含め、地域での遺児・遺族支援を構築・拡大していく必要がある。

研究成果の概要（英文）：The current support for bereaved children in educational fields is 
inadequate, and support systems need to be built. Although impacted by COVID-19, this study was 
conducted to disseminate and educate support for bereaved children to educational institutions in 
cooperation with human resource development projects on support for bereaved children held in 
various regions, through training sessions, and by distributing flyers. As a result, the survey 
system and cooperation have been improved among support groups and educational institutions in each 
region for future surveys. In addition, tools to disseminate and raise awareness of support for 
bereaved children have been developed with the cooperation of support groups and bereaved families.
COVID-19 significantly impacted bereaved children and bereaved families and facilitated their 
difficulties in making a living. Further building and expansion will be required for supporting 
bereaved children and bereaved families in the community.

研究分野： 児童・思春期精神看護

キーワード： 遺児支援

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
遺族支援は、自死や災害をきっかけに支援の必要性が浸透してきているが、遺児支援は遅れ、教育現場での遺児
支援はほとんど実施されていない。また、遺児支援に限らず、教育現場、ならびに関係者と、他の支援者が連携
するめには、多くの課題や調整が必要となる。よって本研究による教育現場への遺児支援の普及・啓発によって
連携が強化さたことは学術的な意義があると考える。また、支援団体や遺族の協力を得て、遺児支援の普及・啓
発ツールを作成したことは、地域での支援を構築・拡大する一助となり、さらには、遺児も含めた児童生徒への
メンタルヘルスリテラシーの向上が期待でき、学校保健・看護に寄与するものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始時当初の背景 

死別は誰もが体験するライフイベントであり、遺児・遺族支援は、コミュニティでの支援を充実させていく

ことが最も重要である。しかし、コミュニティにおける遺児の理解は不十分であり、特に学校においては、他

者（友人・教員等）の言動によって、傷つき体験をしていることが多い。また、小中学校教員は、他の支援者

に比べ、遺児に対してネガティブなイメージを抱いている。これまでも小中学校教員を対象とした遺児支援の

経験や認識は研究されているが、遺児の理解度や実際の支援に関する研究は実施されておらず、多くの時間を

過ごす教育機関での支援を構築・拡大していくことが求められている。 

 

２．研究の目的 

我が国では年間 10 万人の子どもが様々な死因により保護者を亡くし、その 1 割が自死遺児である。死別

は誰もが体験するライフイベントであり、遺児・遺族支援は、コミュニティでの支援を充実させていくことが

最も重要である。しかし、遺児支援はほとんど実施されておらず、コミュニティにおける遺児への理解は乏し

い。特に多くの時間を過ごす学校においては、理解不足による他者の言動によって、様々な傷つき体験を繰り

返している。本研究は、学校での遺児の心理的ストレスや傷つき体験を明らかにするとともに、児童生徒と小

中学校教員を対象に、遺児の心理的特性と支援の理解度を調査する。また、学校での遺児の心理的特性と支援

の理解度を高めるための介入ツールを開発し、その有効性を検証することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

１） 遺児を対象とした調査 

全国の遺児を対象としたサポートプログラムを実践している支援団体の協力を得て、プログラムに参加して

いる子ども（小中学生）を対象に学校での心理的ストレス、死別体験の公表の有無・内容、傷つき体験につい

て、質問紙、ならびにインタビュー調査を実施する。 

 

２） 児童生徒・教員を対象とした調査 

小中学校の協力を得て、児童生徒と教員を対象に、遺児の心理的特性と支援の理解度を調査する。また、教

員を対象に遺児支援経験の有無、支援状況と課題、支援に対する認識について、質問紙による調査を実施する。 

 

３） 介入ツールの開発と検証 

児童生徒と教員の遺児の理解度を高めるための介入ツールを開発し、その有効性を検証する。 

 

４．研究成果 

１） 遺児を対象とした調査 

遺児を対象としたサポートプログラムを実践している支援団体からの協力を得るために、北海道、宮城県、

福島県、富山県、愛知県にある５か所の支援団体が主催する人材育成研修への協力 （ 15回）、ならびにサポ

ートプログラムの運営に関する支援を行った。その後、調査候補となった支援団体の体制変更 （2019年度）や、

自然災害 （台風19号、2019 年度）、COVID-19 （2020年度～2022年度）の影響により、調査の調整・実施の

遅延が生じた。COVID-19の感染拡大中は、リモートでの調整を試みたが、活動を休止している支援団体もあ

り、調整の延期を余儀なくされた。 



２） 児童生徒・教員を対象とした調査 

 教育機関からの協力を得るために、8都道府県の支援団体、関連機関が主催する教員を含む地域住民を対象

とした研修会で、喪失体験をした子どもへの支援（遺児支援を含む）に関する普及・啓発を実施した。本研究

期間中に実施した研修会は 58回であり、うち福島県内での実施は 37回であった。また、福島県内の支援団

体、ならびに延べ 27 か所の教育委員会の協力を得て、県内の小中学校に遺児支援に関する普及・啓発チラシ

を 13万枚配布した。 

研修会実施後やチラシ配布後、教育機関からの問合せがあり、 20 校で遺児支援の現状や支援の必要性、

調査に関する説明を教員に行った。また、小中学校の教員を対象とした研修会 （ 4回）において、遺児支援

の現状と課題、支援の必要性を説明する機会を得た。その後、１）の調査同様に、自然災害（台風 19号、2019

年度）、COVID-19（2020 年度～2022 年度）の影響により、調査の調整・実施の遅延が生じた。 

 

３） 介入ツールの開発と検証 

 １）２）の調査の遅延により、介入ツールの開発と検証は実施できていないが、支援団体、教育機関での調

査説明のなかで、支援スタッフや教員から、  遺児支援の必要性を地域住民に伝えることが難しい」  支援内容

や、ポイントをうまく説明できない」  遺児やその家族が日常生活のなかで、具体的にどのようなことに困って

いるのかが分からない」 私たち（教員）からのどのような言動で傷つき体験を繰り返しているのかがイメー

ジできない。」などの話が聞かれた。このため、遺児支援の普及・啓発に活用できるツールとして、  遺児とそ

の家族の日常生活」 支援内容とポイント」 支援後の遺児と家族の変化」をまとめた資料の作成を行った。資

料の内容は、支援団体の協力のもと、検討 ・作成した。試作は、他の支援団体にも提示し、内容の確認を行っ

た。また、遺児・遺族にも提示し、遺児・遺族の経験や想いとの大きな差異はなく、相似的であることを確認

した。今後は、紙媒体、および電子化し、遺児支援の普及・啓発ツールとしても活用できるように改良してく。 

 

４） COVID-19 による支援団体、遺児・遺族への影響 

2019 年に発生した COVID-19 は、世界的な感染拡大により、私たちの生活様式は大きく変化し、様々な制

限を余儀なくされた。遺児支援においても、サポートプログラムの中止や延期、活動を休止する団体も多く、

遺児・遺族にも様々な影響がみられた。 

支援団体は、COVID-19 の感染拡大のなかで、サポートプログラムの開催や方法を検討する機会も増え、サ

ポートへの志が同じであっても延期や中止、または再開等については、スタッフ間でも COVID-19 への認識

が異なり、大きな葛藤や、これまでの関係性に変化が生じるケースもあった。やむを得ない措置とは認識しな

がらも、中止 ・休止等の決断に大きな罪悪感を抱き、これらがサポートへのモチベーションを低下させる要因

にもなっていた。また、プログラムが再開できたとしても、スタッフを確保する以上に、場の確保が課題とな

ることもあり、再開後も、常に集団感染の不安や恐怖や、集団感染の発生が団体存続の危機に発展するのでは

ないかと感じていることもあった。代替措置として情報通信技術（ICT）を用いたプログラムの実施も試みら

れたが、経済的な理由により ICT 環境が整備できないケースや、家族がそばにいる環境での ICT での感情や

想いを吐露することへの困難さや抵抗感を抱くこともあった。 

遺児・遺族もまた自宅で過ごすことが多くなり、限られた空間のなかで、子どもと過ごす時間が増加し、ス

トレスフルな状態が続いた。また、学校との情報共有や提供の機会が増すことへの負担感も抱いていた。 

これまでは、がむしゃらに仕事 ・活動をすることで、感情をコントロールしていた遺児 ・遺族も、自宅では



故人を思い出す機会が増え、グリーフの大きな揺れ動きを感じていた。また、遺児・遺族にとっては 必要な

場 ・場場所」と認識していたサポートプログラムが、  不要不急」との理由で中止・延期されたことに憤りや見

捨てられ感を抱くこともあった。遺児・遺族のなかには、これまでも大きな喪失感から援助希求能力が低下し、

地域の様々なサポートとのつながりが限定されている （孤立している）ことがあったが、COVID-19 によって

さらに孤立が強まるケースもみられた。 

このように、COVID-19 は、支援団体、ならびに遺児・遺族にも大きな影響を及ぼし、生活のしづらさが助

長されていた。よって、今後はこれまで以上に教育機関における支援を含め、地域での遺児・遺族支援を構築・

拡大していく必要がある。 
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